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「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
と
は
何
か
。
中
曽
根

首
相
の
私
的
懇
談
会
が
１
９
８
６
年
に
公

表
し
た
報
告
書
で
、
正
式
名
称
は
「
国
際

協
調
の
た
め
の
経
済
構
造
調
整
研
究
会
報

告
書
」
と
い
う
。
日
銀
総
裁
で
あ
っ
た
前

川
春
雄
氏
が
座
長
と
な
り
、
日
本
経
済
の

構
造
改
革
を
提
言
し
、
中
曽
根
首
相
に
提

出
し
た
歴
史
的
な
報
告
書
だ
。

　
前
川
レ
ポ
ー
ト
は
、
高
度
成
長
が
終
焉

し
閉
塞
感
が
漂
っ
て
い
た
80
年
代
前
半
に

お
い
て
、
日
本
経
済
が
目
指
す
方
向
性

（
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
明
ら
か
に
し
た
重
要
な

役
割
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に

は
、
80
年
代
前
半
、
そ
れ
ま
で
高
度
成
長
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法
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学
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授

小
黒 

一
正

部
分
最
適
を
繰
り
返
し
て
き
た
日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
、
長
期
的
な
視
点
に
基
づ
く
構
造
改
革
が
必
要
で
あ
り
、
省

庁
の
板
垣
を
超
え
て
、
目
指
す
べ
き
社
会
保
障
の
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
厚
労
大
臣
の

私
的
懇
談
会
が
提
言
し
た
「
保
健
医
療
２
０
３
５
」
で
は
、
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

を
支
え
て
き
た
鉄
鋼
や
造
船
等
の
重
厚
長

大
産
業
は
構
造
的
な
不
況
に
直
面
し
て
お

り
、
輸
出
主
導
型
か
ら
内
需
主
導
型
に
、

製
造
業
中
心
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
中
心
の
産

業
構
造
へ
、
大
幅
な
規
制
緩
和
と
市
場
の

自
由
化
に
よ
り
、
10
年
近
く
の
時
間
を
か

け
て
経
済
構
造
を
転
換
し
て
い
き
、
持
続

的
な
成
長
を
目
指
す
こ
と
を
提
言
し
た
。

　
こ
の
提
言
は
、
国
鉄
（
Ｊ
Ｒ
）
の
民
営

化
を
は
じ
め
、
日
本
版
・
金
融
ビ
ッ
グ
バ

ン
、
財
投
改
革
・
郵
政
民
営
化
・
道
路
公

団
民
営
化
等
の
小
泉
構
造
改
革
の
ほ
か
、

企
業
統
治
改
革
と
い
っ
た
現
在
の
規
制
改

革
を
巡
る
政
策
議
論
に
繋
が
っ
て
い
く
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
い
ま
の
社
会

保
障
も
当
時
と
似
た
閉
塞
感
が
漂
っ
て
い

る
。
政
府
債
務
（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
２
０
０

％
超
に
達
し
、
社
会
保
障
費
が
毎
年
１
兆

円
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
膨
張
す
る
中
、
現

状
の
延
長
線
上
で
、
社
会
保
障
が
立
ち
行

か
な
く
な
る
の
は
、
誰
の
目
か
ら
見
て
も

明
ら
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
指

す
べ
き
羅
針
盤
が
存
在
し
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
的
な
制
度

改
正
に
よ
る
部
分
最
適
を
繰
り
返
し
て
き

た
日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
、
長
期
的
な

視
点
に
基
づ
く
構
造
改
革
が
必
要
で
あ

り
、
給
付
と
負
担
の
均
衡
に
関
す
る
議
論

だ
け
で
な
く
、
省
庁
の
板
垣
を
超
え
て
、

目
指
す
べ
き
社
会
保
障
の
新
た
な
ビ
ジ
ョ

ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
塩
崎
恭
久
厚

労
大
臣
の
私
的
懇
談
会
（
座
長
：
渋
谷
健

司
・
東
大
教
授
）
と
し
て
、
保
健
医
療

（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
も
含
む
）
に

つ
い
て
、
目
指
す
べ
き
方
向
性
（
ビ
ジ
ョ

ン
）
を
提
言
し
た
も
の
が
、
２
０
１
５
年

６
月
９
日
に
公
表
さ
れ
た
「
保
健
医
療
２

０
３
５
」
の
政
策
提
言
で
あ
る
。

　

詳
細
は
報
告
書
を
ご
覧
頂
き
た
い
が
、

ビ
ジ
ョ
ン
は
「
リ
ー
ン
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
〜

保
健
医
療
の
価
値
を
高
め
る
〜
」（
例
：

よ
り
良
い
医
療
を
よ
り
安
く
享
受
で
き

る
。
地
域
主
体
の
保
健
医
療
に
再
編
す

る
）、「
ラ
イ
フ
・
デ
ザ
イ
ン
〜
主
体
的
選

択
を
社
会
で
支
え
る
〜
」（
例
：
自
ら
が

受
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
主
体
的
に
選
択
で
き

る
。
人
々
が
健
康
に
な
れ
る
社
会
環
境
を

つ
く
り
、
健
康
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
支

え
る
）、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
リ
ー

ダ
ー
〜
日
本
が
世
界
の
保
健
医
療
を
牽
引

保
健
医
療
２
０
３
５
は
現
代
の

社
会
保
障
版「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
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す
る
〜
」
の
三
つ
で
あ
る
。

　
な
お
、
筆
者
も
構
成
メ
ン
バ
ー
の
一
員

だ
が
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
型
で
徹
底
的
な

議
論
を
行
い
、
メ
ン
バ
ー
自
ら
が
報
告
書

を
作
成
し
た
も
の
で
、
審
議
会
等
で
厚
労

省
の
事
務
方
が
通
常
作
成
す
る
も
の
と
は

異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
か
な
り
踏

み
込
ん
だ
提
言
も
多
い
。
例
え
ば
、
報
告

書
15
頁
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
ま
た
、
報
告
書
21
頁
に
は
以
下
の
記
載

も
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
等
と
の
融
合
が
一

層
重
要
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
と
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
融

合
」
に
焦
点
を
絞
っ
て
こ
の
テ
ー
マ
を
よ

り
深
く
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
そ
も
そ

も「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」と
は「
団

塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５

年
を
目
途
に
、
高
齢
者
等
が
重
度
の
要
介

護
状
態
と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
自
宅

や
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の

最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

『
住
ま
い
』『
医
療
』『
介
護
』『
予
防
』『
生

活
支
援
』
の
５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的

に
し
て
提
供
す
る
枠
組
み
を
構
築
し
よ
う

と
い
う
も
の
」
だ
が
、
現
状
で
は
東
京
圏

の
介
護
施
設
等
の
不
足
も
関
係
し
、
現
場

の
対
応
が
間
に
合
わ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
15
年
６
月

「
日
本
創
成
会
議
」（
座
長
＝
増
田
寛
也
元

総
務
相
）
は
、
高
齢
者
の
地
方
移
住
を
促

す
よ
う
政
府
や
自
治
体
に
求
め
る
提
言
を

発
表
し
た
が
、
い
ま
日
本
は
解
決
す
べ
き

三
つ
の
大
き
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
現

実
を
直
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
第
１
は
、
財
政
問
題
で
あ
る
。
高
齢
化

の
進
展
で
社
会
保
障
費
は
膨
張
し
、
日
本

の
政
府
債
務
は
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
２
倍
を
超

え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
政
府
・
与
党
は
、

20
年
度
に
お
け
る
国
・
地
方
の
基
礎
的
財

政
収
支
の
黒
字
化
を
目
指
し
、
社
会
保
障

改
革
を
含
む
新
た
な
財
政
再
建
計
画
を
立

案
・
実
行
中
で
あ
る
。

　
第
２
は
、
都
市
部
に
住
む
高
齢
者
が
急

増
す
る
問
題
で
あ
る
。
日
本
創
成
会
議
が

今
回
提
示
し
た
問
題
で
、
00
年
時
に
は
９

０
０
万
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
後
期
高
齢
者

が
25
年
に
は
２
０
０
０
万
人
に
達
す
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ
が
増

加
す
る
一
方
、
都
市
部
で
は
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
の
待
機
待
ち
が
急
増
し
、
介

護
施
設
の
不
足
が
一
層
深
刻
に
な
る
。

　
第
３
は
、
消
滅
の
危
機
に
直
面
す
る
自

治
体
の
問
題
で
あ
る
。
国
土
交
通
省
が
14

年
７
月
に
公
表
し
た
「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
２
０
５
０
〜
対
流
促
進
型
国
土

の
形
成
〜
」
で
は
、
50
年
の
人
口
が
10
年

と
比
較
し
て
半
分
以
下
と
な
る
地
点
（
全

国
を「
１
㎢
毎
の
地
点
」で
見
る
）が
、
現

在
の
居
住
地
域
の
６
割
以
上
を
占
め
る
こ

と
を
明
ら
か
し
た
。
そ
し
て
、
人
口
が
半

分
以
下
と
な
る
地
点
の
う
ち
約
２
割
が
無

居
住
化
す
る
可
能
性
を
予
測
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
三
つ
の
問
題
を
同
時
に

解
決
す
る
方
法
は
限
ら
れ
て
お
り
、
考
え

ら
れ
る
有
効
な
施
策
は
、「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
と
人
口
集
約
を
図
る
「
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
と
の
融
合
、
す
な
わ

ち
、「
地
域
包
括
ケ
ア
・
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
」（Chiiki Com

prehensive Care 

Com
pact City, 5C's

）
の
推
進
で
あ
る
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
・
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」

と
は
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
医
療
・
介

護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
、「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
」
と
い
う
集
約
的
で
質
の
高
い
住

ま
い
や
、
地
域
の
空
間
の
中
で
提
供
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
事
情
の

下
、「
地
域
包
括
ケ
ア
・
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
」
を
ど
う
構
築
し
て
い
く
の
か
。

　

意
外
に
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
視
点
は
、

社
会
保
障
給
費
の
「
規
模
」
で
あ
る
。
社

会
保
障
給
付
費
は
、
現
在
約
１
１
０
兆
円

も
あ
る
。
一
方
で
、
一
般
会
計
予
算
は
90

兆
円
に
過
ぎ
な
い
。
介
護
・
医
療
の
財
源

が
不
足
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
50
兆
円
あ
る

年
金
の
一
部
を
医
療
や
介
護
に
回
し
、
老

齢
世
代
内
で
再
分
配
す
る
発
想
が
出
て
き

て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
以
下
で
は
一
つ
の
試
案
と
し

て
、
年
金
給
付
の
１
％
削
減
で
捻
出
し
た

財
源
を
活
用
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
「
受
け
皿
」
と
な
る
介
護
施
設
（
特

養
の
ほ
か
、
在
宅
介
護
の
場
と
し
て
自
宅

の
延
長
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
住
宅
や
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
含

む
）
を
民
間
主
導
で
整
備
す
る
方
式
を
提

案
し
た
い
。
こ
れ
は
、
社
会
保
障
予
算
の

急
速
に
進
む
人
口
減
少
の
下
、

地
域
包
括
ケ
ア
を
ど
う
進
め
る
か

　

複
数
年
度
に
わ
た
る
マ
ク
ロ
的
な
社

会
保
障
予
算
の
枠
組
み
等
に
よ
り
、
関

連
制
度
や
投
入
資
源
の
両
面
か
ら
、
介

護
を
含
む
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
全
体
の

最
適
化
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
限
ら
れ

た
財
源
の
中
、
選
択
と
集
中
を
図
り
つ

つ
、
戦
略
的
か
つ
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
き
診
療
報
酬
等
を
設
定
す
る
中
央

社
会
保
険
医
療
協
議
会
の
分
析
機
能
の

強
化
の
た
め
に
、
各
委
員
を
支
援
す
る
仕

組
み
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２
０
５
０
年
に
は
、
現
在
の
居
住
地
域

の
６
割
の
地
域
で
人
口
が
半
減
、
う
ち
２

割
が
無
居
住
化
す
る
趨
勢
を
踏
ま
え
る

と
、
遠
隔
地
で
も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や

見
守
り
等
が
で
き
る
遠
隔
医
療
の
た
め

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
や
教
育
シ
ス
テ
ム
の
整

備
を
今
か
ら
開
始
す
る
。
さ
ら
に
、
急

速
に
進
む
人
口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
融
合
や
司
令
塔
と
な
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
促
進
す
る
。

財
源
を
ど
う
捻
出
す
る
か
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配
分
を
見
直
す
こ
と
で
、
高
齢
世
代
内
で

再
分
配
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

具
体
的
な
方
式
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
現
在
、
年
金
給
付
総
額
（
年
間
）
は

約
50
兆
円
で
あ
る
。
こ
の
１
％
を
削
減
す

る
だ
け
で
年
間
０
・
５
兆
円
の
財
源
が
調

達
で
き
る
。
10
年
間
で
は
約
５
兆
円
の
財

源
と
な
る
。
そ
こ
で
、
年
間
０
・
５
兆
円

を
財
源
と
し
て
、
や
や
極
論
だ
が
、
介
護

施
設
を
１
０
０
％
公
費
で
施
設
を
建
設
す

る
ケ
ー
ス
を
考
え
よ
う
。

　
い
ま
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
デ
ー

タ
を
参
考
に
、
１
戸
（
専
有
部
分
20
㎡
、

共
有
部
分
20
㎡
）
の
建
設
費
が
１
３
０
０

万
円（
土
地
代
込
み
）と
す
る
と
、
１
年
間

で
３
・
８
万
戸
（
＝
０
・
５
兆
円

÷

１
３

０
０
万
円
）が
供
給
可
能
な
試
算
と
な
る
。

４
年
で
約
15
万
戸
を
供
給
、
10
年
で
は
38

万
戸
を
供
給
で
き
る
た
め
、
要
介
護
度
が

中
重
度
の
入
所
希
望
者
の
み
で
な
く
、
軽

度
の
介
護
し
か
要
し
な
い
高
齢
者
に
も
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
介
護
を
要
す
る

高
齢
者
に
対
し
、
介
護
・
医
療
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
供
給

す
る
に
は
、
可
能
な
限
り
、
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
を
一
定
エ
リ
ア
に
集

約
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
15
万
人
と
言

え
ば
、
東
京
都
多
摩
市
の
人
口
14
万
人
に

匹
敵
す
る
。「
建
設
に
は
多
摩
市
並
の
広

大
な
土
地
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な

施
設
の
供
給
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
誤
解

さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
心
配
は
必
要
な
い
。
施

設
を
高
層
ビ
ル
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
違
う

印
象
を
受
け
る
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
、

上
記
の
１
戸
当
た
り
面
積
40
㎡
（
＝
専
有

部
分
20
㎡
＋
共
有
部
分
20
㎡
）の
住
宅
３・

８
万
戸
の
総
延
べ
床
面
積
は
１
５
２
万
㎡

と
な
る
。
東
京
駅
前
の
丸
ビ
ル
（
総
延
べ

床
面
積
16
万
㎡
）
で
換
算
す
る
と
、
９
・

５
棟
分
に
過
ぎ
な
い
。
高
層
建
築
物
を
活

用
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
エ
リ
ア
に
必
要
な

介
護
施
設
を
供
給
し
、
医
療
・
介
護
と
連

携
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
・
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
を
整
備

す
る
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
。

　

む
し
ろ
、
重
要
な
の
は
、「
空
間
」（
＝

住
ま
い
）
の
「
質
と
コ
ス
ト
」
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
特
養
の
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型

の
入
居
率
は
現
在
（
09
年
）、
全
定
員
の

25
・
４
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。
特
養
は
低

所
得
者
を
対
象
と
し
、
４
人
部
屋
が
主
流

だ
っ
た
が
、
03
年
度
に
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型

を
原
則
と
す
る
こ
と
に
改
め
た
。
入
居
者

の
尊
厳
を
守
る
観
点
か
ら
、
厚
生
労
働
省

が
方
針
を
転
換
し
、「
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型

施
設
の
入
所
定
員
の
合
計
数
が
占
め
る
割

合
を
50
％
以
上
」と
す
る
目
標
を
定
め
た
。

だ
が
、
入
居
者
負
担
な
ど
が
低
所
得
者
に

と
っ
て
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
入
居
者
の
尊
厳
を
守
り
つ
つ
、
地
域
包

括
ケ
ア
の
目
的
を
達
成
す
る
に
は
、
介
護

を
要
す
る
高
齢
者
の
視
点
に
立
っ
た
「
空

間
」（
＝
住
ま
い
）を
整
備
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
質
の
高
い
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
に
は
、
介
護
・
医
療

以
外
の
生
活
関
連
の
商
業
施
設
を
含
め
、

通
常
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
よ
う
に
一

定
エ
リ
ア
を
単
位
に
開
発
す
る
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
、図
表
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

友
人
や
家
族
は
互
い
に
近
い
部
屋
と
な
る

よ
う
配
慮
す
る
。
施
設
内
に
は
ホ
テ
ル
の

よ
う
な
雰
囲
気
、
域
内
病
院
の
待
合
室
に

は
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
持
た
せ
る
。

回
遊
で
き
る
シ
ネ
コ
ン
や
大
型
書
店
に
加

え
、
フ
ー
ド
・
コ
ー
ト
が
入
居
す
る
時
間

消
費
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
モ
ー
ル
も
設
置

す
る
。
住
空
間
と
こ
れ
ら
の
施
設
を
渡
り

廊
下
で
連
結
、
ど
の
施
設
に
も
徒
歩
30
分

以
内
で
移
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
隣
接

地
に
公
園
も
設
け
る
の
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
急
速
に
人
口
減
少
・

超
高
齢
化
が
進
む
今
こ
そ
、
空
間
選
択
の

重
要
性
が
増
し
て
お
り
、
縮
減
時
代
の
国

土
政
策
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
際
、
消
滅
の
危
機
に
直
面
す
る
自
治
体

も
多
い
状
況
で
は
、
地
方
分
権
一
辺
倒
で

な
く
、
全
国
の
隅
々
ま
で
イ
ン
フ
ラ
を
整

備
・
維
持
し
、
フ
ル
セ
ッ
ト
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
発
想
は
捨
て
、

基
礎
的
自
治
体
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
つ

つ
、
地
域
包
括
ケ
ア
・
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
を
推
進
す
る
た
め
、
政
策
に
よ
っ
て
は

中
核
都
市
・
広
域
自
治
体
や
国
に
権
限
を

集
中
さ
せ
る
よ
う
な
試
み
も
重
要
と
な
っ

て
こ
よ
う
。

　
急
速
な
人
口
減
少
・
超
高
齢
化
が
も
た

ら
す
影
響
が
顕
在
化
し
本
格
化
す
る
の
は

こ
れ
か
ら
が
本
番
で
あ
り
、
そ
の
現
実
を

直
視
し
、「
保
健
医
療
２
０
３
５
」
も
指

摘
す
る
よ
う
に
、
果
敢
に
集
中
と
選
択
を

し
な
い
限
り
、
日
本
に
未
来
は
な
い
。
25

年
に
向
け
て
深
刻
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
不
足
が
顕
在
化
し
始
め
る
今
こ
そ
、
省

庁
や
自
治
体
間
の
板
垣
を
超
え
て
、
そ
れ

を
克
服
す
る
た
め
の
日
本
の
叡
智
が
試
さ

れ
て
い
る
。

図表　「地域包括ケア・コンパクトシティ」のイメージ
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